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原子力災害
とは？

とは？とは？
放射線

関 西 広 域 連 合
Union of Kansai Governments

原子力防災原子力防災
知っておきたい知っておきたい知っておきたい知っておきたい

　福井県に立地する原子力施設で大規模な事故等が起きた場合、放射性物質が放出され、関西に
もさまざまな影響が及ぶ恐れがあります。
　放射性物質や放射線は五感で感じることができないため、行政が屋内退避や避難などの必要性
を判断し、みなさんにお知らせします。
　このパンフレットは、原子力災害に関する基礎知識や原子力災害発生時にとるべき行動などに
ついて、分かりやすくまとめたものです。

健康への
影響は？

身を守る
行動は？

井県に立地する原子力施設で大規模な事原子力施設で大規模な事福井

とは？とは？
広域避難
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44原子力災害とは

　福井エリアには、15の原子力施設
があります。施設から概ね30km内
を「原子力災害対策重点区域」とい
います。
　「原子力災害対策重点区域」は、
原子力災害が発生した場合に備えて
重点的に原子力災害に特有な対策
を講じる地域です。

福井エリアの原子力発電所

　原子力施設で事故が起きた場合、周辺に放射性物質が放出される恐れがあります。
　原子力災害は、一般の災害と比較し、主に次のような特徴があります。
◉放射性物質又は放射線の存在は、放射線測定器を用いることにより検知することができますが、目に見えな
いなど五感で感じることができないため、被ばくを自ら判断できません。
◉原子力に関する専門的知識が必要なため、専門的機関の役割や指示、助言等が重要となります。

原子力災害の特徴

　原子力災害対策重点区域は、原子力施設からの距離に応じてPAZ（5km圏）、UPZ（30km圏）に分かれます。原子力施設
で事故が発生した場合、PAZやUPZにおいては、「①放射性物質が放出されているか」「②原子力発電所がどうなっている
か」「③空間放射線量率の測定（モニタリング）結果に異常があるか」に基づき、国から屋内退避や避難等の指示があります。
　UPZ外においても、放出された放射性物質の影響が考えられる場合には、屋内退避などの指示があります。

原子力災害時の対応

3
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1000ミリシーベルト

100ミリシーベルト

10ミリシーベルト

1ミリシーベルト

0.1ミリシーベルト

0.01ミリシーベルト

10グレイ

1グレイ

※1避難の実施に時間がかかる方は、施設敷地緊急事態の時点で避難をすることとされています。
※2放射性物質の放出状況によっては、UPZ外に範囲が拡大することがあります。

（緊急事態区分）

国の避難指示 PAZとは

（空間放射線量率の測定）
国が中心に実施

（例：福井県で震度6強以上の地震）
警戒事態

（例：全交流電源喪失）
施設敷地緊急事態

PAZの住民が避難開始※1

UPZの住民※2が
1週間以内に一時移転

UPZの住民※2が
数時間以内に避難

UPZの住民※2は屋内退避

20マイクロシーベルト超

500マイクロシーベルト超

放
射
性
物
質
の
放
出
前

放
射
性
物
質
の
放
出
後

（例：冷却機能喪失）
全面緊急事態

　予防的防護措置を準備する区域：原
発から概ね半径5km。原子力発電所
で事故が起きた場合、放射性物質の
放出前（全面緊急事態となった場合）
に、直ちに避難する区域のことです。
※PAZとは、Precautionary Action Zone
　の略です。

UPZとは
　緊急時防護措置を準備する区域：原
発から概ね半径30km。避難、屋内退
避等の計画を事前に立てる必要があ
る区域です。空間放射線量率の測定
結果に応じて、避難します。
※UPZとは、Urgent Protective Action
　Planning Zoneの略です。

嶺北北部

嶺北南部

嶺南東部

嶺南西部

奥越
もんじゅ・ふげんもんじゅ・ふげんもんじゅ・ふげん

敦賀発電所2基敦賀発電所2基敦賀発電所2基

美浜発電所3基美浜発電所3基美浜発電所3基
高浜発電所4基高浜発電所4基高浜発電所4基

大飯発電所4基大飯発電所4基大飯発電所4基



2222 被ばくとはどのようなもの？

44放射性物質の基礎知識

　原子力発電所で事故が発生し放射性物質が放出
された場合、放射性物質は雲のような放射性プ
ルームとなって、風下側に広がっていきます。
　そのため、放射性プルームにふくまれる放射性
物質からの放射線による「外部被ばく」、汚染した空
気や食べ物を体に取り入れることによる「内部被ば
く」が発生する可能性があります。

　人体が放射線をあびると人体を構成する正常細胞をこわしたり、傷つけ
たりします。
　線量が低い場合は、身体に備わった修復作用や回復機能により修復されま
すが、修復されなかった場合には放射線障害が発生するといわれています。
　一般公衆の年間線量限度は1.0ｍSvですが、100ｍSv以下では、健康に
影響を及ぼしたという報告はありません。

633 被ばくの健康への影響は？

外部
被ばく

内部
被ばく

地面や水、食物等に沈着した放射性物質

原子力施設
からの直接の
放射線原子力施設

放射線

放射
線

放射線

距離が離れれば放射性物質の濃度は薄くなる傾向

放出された放射性物質を
含む大気（ブルーム）

沈
着

雨
や
雪
に
よ
り
沈
着
量

が
増
え
る
傾
向

飲食物

空気

摂取

吸引

外部
被ばく

　「放射能」とは、「放射線を出
す能力」のことをいいます。放
射能を持っている物質を「放射
性物質」といい、放射性物質か
ら「放射線」が放出されます。
「放射能」、「放射性物質」、「放
射線」の関係は、懐中電灯など
によく例えられます。

　放射線は目に見えません。また、味もに
おいもありません。放射線にはものを通
り抜ける性質（透過力）があります。また
放射線にはいくつかの種類があり、その
種類によって、透過力は異なります。

●放射線の種類と透過力

光を出す能力
↓
光の強さを表す単位(カンデラ：cd)

懐中電灯 放射性物質

放射線を出す能力
↓
放射能の強さを表す単位
(ベクレル：Bq)

放射線によってどれだけ影響があるのかを表す単位
(シーベルト：Sv)

明るさを表す単位
(ルクス：Lx）

α線を止める

アルファ（α）線

ベータ（β）線

中性子線

紙 アルミニウム等の
薄い金属

鉛や厚い鉄の板 水やコンクリート

ガンマ（γ）線
エックス（X）線

β線を止める γ線、X線を止める 中性子線を止める

1111 放射線・放射能・放射性物資とはどのようなもの？

1000ミリシーベルト

100ミリシーベルト

10ミリシーベルト

1ミリシーベルト

0.1ミリシーベルト

0.01ミリシーベルト

10グレイ

1グレイ

もんじゅ・ふげん

敦賀発電所2基

美浜発電所3基
高浜発電所4基

大飯発電所4基
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4444 日常ではどのくらいの放射線を浴びているの？

3

11
●身の回りの放射線被ばく 出典：放射線医学総合研究所

　私たちの周りの土や石の中には、わずかですが、放射線を出す放射性物質があります。また、宇宙からの放射線もあり、
医療などでも放射線は活用されています。このように、日常生活の中で少しずつですが、私たちは放射線を浴びています。
　放射線は、体の細胞などを傷つけますが、私たちはその傷を修復する体の仕組みがあり、日常生活で浴びるくらいの
放射線の量では、健康に影響が出ることはありません。

線量の単位
各臓器・組織における吸収線量　グレイ（Gy）
放射線から臓器・組織の各部位において単位重量あたりにどれく
らいのエネルギーを受けたのかを表す物理的な量。

実効線量　ミリシーベルト
臓器・組織の各部位で受けた線量をがんや遺伝性影響の感受
性について重み付けをして全身で足し合わせた量で、放射線防護
に用いる線量。各部位に均等に、ガンマ線1グレイの吸収線量を
全身に受けた場合、実効線量で1000ミリシーベルトに相当する。

人工放射線 自然放射線

がん治療
（治療部位のみの線量）

原子力や放射線を取り扱う
作業者の線量限度

CT／1回

50ミリシーベルト／年

100ミリシーベルト／5年

心臓カテーテル
（皮膚線量）

胃のX線検診／1回

胸のX線集団検診／1回

歯科撮影

PET検査／1回

国際放射線防護委員会勧告における
管理された線源からの一般公衆の年間線量限度
（医療被ばくを除く）

一時的脱毛
不妊

眼水晶体の
白濁

造血系の
機能低下

東京－ニューヨーク（往復）
（高度による宇宙線の増加）

１人当たりの自然放射線
（年間約2.1ミリシーベルト）
日本平均

イラン／ラムサール
大地からの自然放射線（年間）

インド／ケララ、チェンナイ
大地からの
自然放射線（年間）

・UNSCEAR2008年報告書
・ICRP2007年勧告
・日本放射線技師会医療被ばくガイドライン
などにより、 放医研が作成（2013年5月）

【注意】
1）数値は有効数字などを考慮した概数です。
2）目盛（点線）は対数表示になっています。
  目盛りがひとつ上がる度に10倍となります。
3）この図は、引用している情報が更新された場合
  変更される場合があります。

10001000ミリシーベルトミリシーベルト

100100ミリシーベルトミリシーベルト

1010ミリシーベルトミリシーベルト

1ミリシーベルトミリシーベルト

0.10.1ミリシーベルトミリシーベルト

0.010.01ミリシーベルトミリシーベルト

1000ミリシーベルト

100ミリシーベルト

10ミリシーベルト

1ミリシーベルト

0.1ミリシーベルト

0.01ミリシーベルト

1010グレイグレイ10グレイ

1グレイグレイ1グレイ
がん死亡のリスクが線量
とともに徐々に増えるこ
とが明らかになっている

身の回りの放射線被ばく

宇宙から
約0.3ミリシーベルト
大地から
約0.33ミリシーベルト
ラドン等の吸入
約0.48ミリシーベルト
食物から
約0.99ミリシーベルト

もんじゅ・ふげん

敦賀発電所2基

美浜発電所3基
高浜発電所4基

大飯発電所4基



5555 放射性物質から身を守るには、どうすればいい？

屋内退避の指示が出たら、速やかに自宅などの建物内で次の対策をとってください。

●換気扇やエアコン
は止める

●ドアや窓を全部閉める ●外から帰ってきた人は、手や顔を
洗い、衣服を着替える

●着替えた衣服
は、ビニール袋
に保管し、他の
衣服と区別して
おく

●災害時は電話が
つながりにくく
なる。電話によ
る問い合わせな
どは控える

●ペットは屋内に
入れる

●屋内の食品にはふたをし
たり、ラップをかける

●防災行政無線や広
報車、テレビやラ
ジオで伝えられる
情報に注意する

放射性物質

放射性物質

放射性物質

距離による防護 （線量当量率）＝（距離）2に反比例

距　離

時間による防護

遮へいによる防護

（線量当量）＝（線量当量率）×（時間）

  

線
量
当
量
率

放射性物質からの距離（m）
0 　 1 　 2 　 3 　 4 　 5

  

線
量
当
量
率

コンクリートの厚さ（cm）
0 　 1 　 2 　 3 　 4 　 5

  

線
量
当
量

時間（h）
0 0.5 1.0

（mSv/h）

（mSv/h）

（mSv）

出典：（財）日本原子力文化振興財団「原子力・エネルギー」図面集より作成

●放射線防護の基本

●「屋内退避」の指示の際の行動

　放射性物質を体内に取り込まない対
策が重要です。口や鼻をマスクなどで
保護したり、屋内退避して窓を閉めたり、
換気扇を止めるなどして直接吸収しな
いことなどです。食べ物は規制値を超
えたものは出荷されないことになって
います。水については自治体からの情
報や指示に従ってください。
　外部被ばくから身を守る基本は、「距
離」「時間」「遮へい」です。放射性物質
から距離をとること（「避難」「一時移転」）
で、放射線の影響を大きく減らすことが
できます。また、放射線にさらされる時
間を短くすることも重要です。「遮へ
い」とは、放射性物質を遮ることです。
放射線は厚い鉛の板やコンクリートで
遮へいできるため、屋内退避は被ばく予
防に有効です。また、放射性物質を体
につけないことも重要です。屋外で皮
膚の露出を避け、外出から戻ったら手・
顔、髪などを洗う、シャワーを浴びる、服
を着替える、などを心がけましょう。

知っておきたい知っておきたい



禁無断転載©東京法規出版

関西広域連合広域防災局
〒650-8567  神戸市中央区下山手通5-10-1

TEL  078-362-9806
FAX  078-362-3919

55

　身体の表面（衣類や皮膚等）に放射性物質が付着していないか
どうかを、測定器を使って確認する検査。

避難退域時検査

　「被ばく」とは、放射線を受けることで、「外部被ばく」と「内部被ば

く」の2種類があります。万一、被ばくした場合でも、その人が放射線

を出すことはないので、人から人へ伝染することはありません。

　「汚染」とは、放射性物質が皮膚や衣服に付着した状態のことを

いいます。放射性物質が体や衣類に付いた場合は、髪や体を洗う、

洋服を洗濯するなどすれば取り除くことができます。

「被ばく」と「汚染」の違い

　身体の表面（衣類や皮膚等）に付着した放射性物質を取り除くこ
と。簡易除染では、基準以上の放射性物質が測定されたところを中
心に、上着を脱いだり、洗ったり、拭き取ったりして放射性物質を取り
除きます。

除染

　避難が必要となった場合、避難者は自家用車又はバスで避難します。
　原子力発電所から放射性物質が放出された後に避難する場合には、避難者は「避難退域時検査」を受け、基準と比べて
高い場合は、除染を行うこととされています。

自家用車・バス等

避難元地域 避難先地域

徒歩等 バス等

自家用車

避難の流れ

避難先に乗り入れることが
できるのは、避難退域時検
査・除染済みの車両に限る。

重点区域（UPZ）
境界周辺

知っておきたい知っておきたい
住民

集
合
場
所

各
避
難
所

（
公
民
館
、体
育
館
、

学
校
等
）

広域避難の実施

　関西広域連合では、原子力施設で事故が起こっ
た際、福井県、滋賀県、京都府の方が、府県外への
避難を余儀なくされた場合に備え、あらかじめ受け
入れる府県・市町村を定めています。

宮
津
市

高
浜
発
電
所

高
浜
発
電
所

美浜発電所美浜発電所

敦賀発電所敦賀発電所
大
飯
発
電
所

大
飯
発
電
所

若
狭
町

南
丹
市

京
丹
波
町

福知山市

舞鶴市

高島市綾部市

高浜町

おおい町
小浜市

長浜市

府県外避難先避難元

福井県

滋賀県

嶺南西部

京都府 兵庫県、徳島県

大阪府、和歌山県

奈良県

兵庫県

嶺南東部
（敦賀市）

※避難者からの被ばくを心配する必要はありません。

※点線は、予定している避難先が被災
して受け入れられない場合の受け入
れ先を表す。

徒

自

住民

避
難
退
域
時
検
査・除
染

拠
点
避
難
所

自家用車・バス等 バス・徒歩等


